






要 約

１．では、本事業の目的を簡潔に記載した。次に、日本で産卵するウミガメ３種（アカウミガメ、アオウミガメ、
タイマイ。以下、「ウミガメ類」という。）について分布、産卵地、産卵期、形態、生活環、レッドリストへの掲載状況、
保全と脅威について、本事業の成果及び既存の文献を整理した。

２．では、本事業におけるウミガメ類調査の方法及びウミガメ類の上陸・産卵回数の推移を記載した。調査サ
イトは、2016 年から 2018 年に公募した全国 33 か所である。これらのサイトの調査主体に対してアンケート
調査によってウミガメ類の上陸・産卵回数の状況、人為的影響などの情報を収集した。その結果、アカウミガ
メの産卵回数は 2017 年の 1,401 回から継続的に減少し、2021 年の 573 回となった。このアカウミガメ産卵回
数の減少は、地域ごとに差はなく、日本全体の傾向と考えられた。アオウミガメは 2017 年から 2021 年の間、
産卵確認回数は 72 回から 289 回の範囲であった。タイマイは年に１～９回の産卵が確認された。

３．では、砂中温度の測定結果を記載した。砂中温度は一宮町（新浜海岸～太東海岸）、伊豆諸島（間伏海岸）、
田原市（赤羽根海岸）、宮崎市・高鍋町・新富町（大炊田海岸、松崎海岸）、竹富町黒島（西の浜）の５か所で
モニタリングを実施している。それらの結果から、わが国特有の季節的な砂中温度の変化が記録された。また、
梅雨前線や台風の影響によって砂中温度は急に低下していた。そして、海浜植生によって砂中温度が一定に保
たれていることを記載した。最後に、本事業において、2009 年から継続的に砂中温度を記録している田原市と
竹富町黒島の２サイトの砂中温度と気温との相関関係から、過去の砂中温度を推定した。その結果、田原市の
砂中温度は 1947 年 26.51℃から 2021 年 28.17℃となり、この 75 年間で 1.66℃上昇したと推測された。同様に、
竹富町黒島では 1897 年 28.18℃、2021 年 29.60℃となり、この 125 年間で 1.42℃上昇していた。これらの推
定値を基に、産出される子ガメの性比の変化及び胚発生に及ぼす影響について考察した。

４．では、近年、多発している哺乳類によるウミガメ類の卵の捕食について、現状を記載した。加えて、今後
の本事業の課題と展望について検討した。

５．では、本事業に参加している 33 サイトについて、ウミガメ類の上陸・産卵状況、砂浜の概要を記載した。

 



Summary

This report is a summary of “monitoring site 1000 sea turtle program” from 2017 to 2021.

Chapter 1: First, we describe the goal of this program. Second, based on the results from this project and a 
literature review, we present the biological data, conservation status, and assessment information of 
loggerhead turtles, green turtles, and hawksbill sea turtles, which are confirmed to nest in Japan. 

Chapter 2: We provide an overview of the methods and results of this program. Thirty-three sites were set up 
from 2017 to 2021. We gathered data on the number of landing and nesting sea turtles, changes in 
environment, and artificial impacts at the nesting sites based on testimonies provided by local investigators at 
the sites. The number of loggerhead turtle nests decreased from 1401 nests in 2017 to 537 nests in 2021. 
Comparing the number of loggerhead turtle nests in five regions in Japan, the overall numbers also decreased 
during this period. The number of green turtle nests was stable at around 150‒300 from 2017 to 2021, but that 
of nests decreased to 72 nests in 2021. The number of hawksbill turtle nests was very less (n = 1‒9). 

Chapter 3: We describe the results of sand temperature monitoring at five sites: Ichinomiya, Izu Islands, 
Tahara, Miyazaki/Takanabe/Shintomi, and Kuroshima Taketomi. Seasonal fluctuation in sand temperature was 
observed at all the sites. Sand temperatures rapidly decreased with the approach of typhoons and heavy rains. 
Shading by the vegetation on the beach contributed to the maintenance of a suitable temperature range for 
egg incubation. We also estimated past sand temperature on Tahara and Kuroshima based on correlation 
between air temperature and sand temperature. Depending on the regression line, the sand temperature on 
Tahara from 1947 to 2021 is estimated to have increased by 1.66 ℃ (26.51 ℃ to 28.17 ℃). Similarly, the sand 
temperature on Kuroshima had an estimated increase of 1.42 ℃ from 1897 to 2021 (26.51 ℃ to 28.17 ℃). We 
discuss changes in the sex ratio of sea turtle hatchlings and the effect of increased sand temperature on egg 
incubation. 

Chapter 4: We describe predation of wild mammals in recent years, and discuss the future of this project.

Chapter 5: We also describe nesting trends and the current state of sand beaches at each site.
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・日本におけるウミガメ類の概況
世界に生息するウミガメ９種のうち、日本ではアカウミガメ、アオウミガメ、クロウミガメ、タイマイ、オサガメ、
ヒメウミガメの６種の生息が確認されている（1,2。このうちアカウミガメ、アオウミガメ、タイマイは日本沿岸
で恒常的な産卵が確認されている種である。ここでは、これらの３種について、わが国における生息状況を概
説する。

（１）アカウミガメ
 

分布：世界中の温帯から亜熱帯の海域に分布している（3。日本では、北海道から先島諸島まで確認されている（1,4。

産卵地：ウミガメ類の中では最も高緯度に産卵地があり、かつ、その産卵地はいずれも暖流に接している地域
に限られる（5。日本は北太平洋で唯一のアカウミガメ産卵地として知られている（5。南日本の太平洋側から南
西諸島まで、広い地域で産卵が行われており、東北や石川県以南の日本海側、瀬戸内海でも稀に産卵が確認さ
れる（1。

産卵期：南西諸島では 4月から 7月、本土では 5月から 8月に行われる。

形態：体は赤褐色である。他のウミガメ類と比較して頭部が大きい。甲らは後半がすぼんでいて、全体として
逆三角形に近い形となる。このため、甲ら幅の最も広いところは、甲らの正中線上の中央よりも前方になる。また、
甲らにはフジツボ類をはじめ様々な甲殻類が付着していることが多い。
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生活環：生まれた子ガメは、フレンジーと呼ばれる興奮状態となり、沖合を目指す。そして、北太平洋還流に乗り、
かつ、自力で遊泳しながら、中部太平洋及び東部太平洋へ広く分散する（7。それらの地域で、甲殻類や浮遊性
動物を食べて成長し、甲長がおよそ 70 ㎝に達すると、日本の周辺に移動する（7。その後は、西部太平洋もしく
は東シナ海を摂餌海域として生活を始める（8。かつて、日本沿岸には成熟個体が産卵期である夏だけに訪れる
と考えられていた。その後、様々な研究により、日本の周辺は亜成体サイズも生息していること、冬季におい
ても生息していることが明らかとなった（9。また、夏季に岩手県沿岸まで北上し、冬季になると南下するなど、
季節的な移動も確認されている（10。
成熟サイズは 75 ～ 80 ㎝以上で、その大きさに達するまで約 40 年かかる（8,11。成熟すると、雌は産卵のため
に上陸する。一度に生む卵はおよそ 110 個である（8。卵径は 36 ～ 42 ㎜である（12。母ガメは１年間に 10 ～ 18
日間隔で、２～６回産卵する（8。母ガメの産卵は２～４年間隔で行われる（8。産卵は同じ浜を利用することが
多いが、場所を変える場合もある。母ガメの大きさ、産卵間隔、１シーズンにおける産卵回数は、個体ごとの
摂餌海域によって変わることが知られている。例えば、東シナ海を餌場とする個体は、サイズが大きく（80 ㎝
以上）、産卵間隔は約２年、１シーズンに約４回産卵する。一方で、太平洋側を餌場とする個体は、体が小さく
（75 ㎝ほど）、産卵間隔は約４年、１シーズンに約２回産卵する（8。これは、東シナ海側の個体は栄養価が高い
底生生物を餌としているのに対して、太平洋側の個体は栄養の少ない浮遊性のサルパ（ホヤの仲間）を主食と
しているためと考えられている（8。アカウミガメの交尾は、アオウミガメと比較して観察例が少なく、ほとん
ど南西諸島で記録されている（13。

レッドリストへの掲載状況：国際自然保護連合（以下、「IUCN」という。）が作成したレッドリストでは、絶
滅危惧種 II 類（VU）に選定されている。ただし、日本を含む北太平洋個体群は低懸念（LC）とされている（14。また、
環境省レッドリスト 2020（15 では絶滅危惧 IB 類（EN）に選定されている。

減少要因及び保全活動：本種は日本の太平洋岸で広く産卵することから、全国で産卵に上陸した母ガメや卵を
食用とし、地域信仰の対象として扱われてきた（16。しかしながら、時代とともに価値観は変わり、これらの民
俗学的な風習は衰退している。特に、食用としての習慣は、限られた地域に、わずかに残るのみである。
市民や地方行政による産卵巣モニタリング、卵の移植、哺乳類等による捕食を防ぐための柵の設置等、様々な
保護活動が盛んに行われている。保全活動においては環境教育の名目で子ガメの放流会も実施されているが、
子ガメを一時的であっても保管することは生存率を著しく低下させることが明らかになっており、その在り方
が問われている（5。卵の移植も多くの地域で実施されているが、子ガメ放流と同様に、卵移植は孵化率の低下
や生まれる子ガメの性比の偏り等の様々な問題を抱え、その賛否について議論がある（5。一方で、深刻な海岸
浸食によって、卵を移植しなければ孵化を見込めない地域もある。また、砂浜海岸の浸食は、港湾整備、沿岸
の集落を守るための護岸、海砂の採取、治水のためのダム設置等、その原因は多岐にわたる（5, 17 。原因が複雑
に絡み合っている上に、市民生活と密接な関係にあるため、対策が困難な場合が多い。また、愛知県豊橋市のエコ・
コースト事業のように、消波ブロックの一部をセットバックするなど、母ガメの産卵活動に配慮した事業も実
施されているが（18、そのような事例はまだ少ない。
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4．伊豆大島
調査団体：みどりの地球大好き会

（間伏海岸・伊豆大島内の海岸）
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●基本情報
経緯度

調査頻度
人工物の有無

N34°41'43″ 
E139°22'54″

毎日・通報時
ー

調査方法 日中痕跡
0.6 ㎞砂浜延長

●概要
伊豆諸島は火山活動によって形成された列島で、伊豆大島はその北端に位置する。富士箱根伊豆国立公園の
範囲である。海岸線は岩場が大分を占めるが、その岩場の間に砂浜が点在する。主な調査地である砂の浜は、
この伊豆大島にある最も大きな砂浜である。砂は黒く、主に玄武岩によって構成される。このような黒い砂
のために、砂温度は太陽光の影響を受けやすく、ウミガメ類の産卵地としては北方に位置するものの、温度
の平均値は高い。アカウミガメとアオウミガメの 2 種の産卵が確認されている。恒常的なアオウミガメの産
卵地としては西部太平洋の北限に位置する。

産卵に訪れる種 アカウミガメ
アオウミガメ

アカウミガメ
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アオウミガメ
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23．宮崎市・新富町・高鍋町
調査団体：宮崎野生動物研究会

●基本情報
経緯度

調査頻度
人工物の有無

N31°56'30″
E131°28'15″

毎日～週１回
港、護岸、街灯

●概要

調査方法

産卵に訪れる種

巡視と痕跡
ー

アカウミガメ
アオウミガメ

砂浜延長

調査地は、北側は堀之内海岸から南側は白浜海岸まで続く延長約 30 ㎞にわたる砂浜で、16 ヶ所に区分され
調査されている。宮崎市街に面する海岸線は埋め立てられ、空港や港湾が整備されている。本土最大のアカ
ウミガメの産卵地である。また、大部分の地域は、宮崎県・宮崎市により「アカウミガメ及びその産卵地」
として天然記念物に指定されており、南部の一部は日南海岸国定公園の範囲である。国の事業により養浜や
サンドパック工法による海岸整備が実施されている。
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上陸産卵多い、明神山海岸（石崎川河口の砂州）
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30．座間味村 （阿真ビーチ）
調査団体：うみまーる

●基本情報
経緯度

調査頻度
人工物の有無

N26°13'36″
E127°17'31″″

毎日
港

●概要

調査方法 日中痕跡
0.4km砂浜延長

慶良間諸島の座間味島は琉球列島の中ほど、沖縄本島の西方約 40 ㎞に位置する。慶良間諸島国立公園の範囲
である。座間味島の海岸線長は約 23 ㎞である。阿真ビーチはこの座間味島の西部に位置する。砂浜の東側に
は港がある。砂浜の後背は海浜植生で覆われ、林となっている。さらにその後方は集落となっている。マリ
ンスポーツを目的とした観光客が多い。

産卵に訪れる種 アオウミガメ



67




























